
 

令和４年第２回 

泉区区づくり推進横浜市会議員会議 

 

令和４年６月８日（水）午後３時 30 分から 

泉区総合庁舎４階 ４ＡＢＣ会議室 

 

 

 

 

１ 座 長 選 出  

 

 

２  区 長 あいさつ 

 

 

３  令 和 ４年 泉 区 運 営 方 針 について                  【資 料 １】 

 

 

４  令 和 ４年 度 泉 区 個 性 ある区 づくり推 進 費 執 行 計 画 について 【資 料 ２】 

 

 

５ その他 



Ⅰ 基本目標 みらいへ進もう！ 地域とともに ～＃住むなら泉区～ 
   

 

  

 

令和４年度 泉区運営方針 

Ⅱ 目標達成に向けた施策 

Ⅲ 目標達成に向けた組織運営 

１  とどけよう！ いずみの魅力 
定住・転入促進事業、いずみ文化振興事業

水・緑・みち魅力づくり支援事業 等

２ はぐくもう！ 地域の力 
地域力支援事業、商店街振興支援事業

脱炭素化推進事業 等

３  まもろう！ 暮らしの安全・安心 
防災対策事業、防犯対策推進事業 
交通安全対策推進事業 等 

４ ささえあおう！ 健やかなまち 
泉区地域包括ケア推進事業、障害児・者社会参加促進支援事業、 
妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 等 

区民の皆様の 
信頼に応えます！ 

区民の皆様の気持ちに寄り

添い、正確で親切・丁寧な行

政サービスを提供するととも

に、公正・適正に業務を行い

ます。 

区役所全体で 
地域支援に取り組みます！ 

区役所の各部署が連携して地域

と顔の見える関係を構築し、地域

の状況や課題を一体的に把握して

解決へ結びつけます。 

「チーム泉」一丸で 
取り組みます！ 

全ての職員が力を発揮し、学

び合い育て合う職場づくりによ

り、多様な課題にチームで対応

します。

泉区

マスコット

キャラクター

「いっずん」

※ 詳細はＰ４をご覧ください。

泉区は、水と緑にあふれ、地域活動が盛んな魅力あるまちであり、今後も泉ゆめが丘開発や相鉄・東急相互直
通線の開通などにより、更なる発展が見込まれています。「泉区に住み続けたい」、「住むなら泉区」と実感していた
だけるよう、地域の皆様とともに未来へ向けたまちづくりを進めていきます。 

※ 詳細はＰ２〜３をご覧ください。

－１－ 

 

 
 

■ 魅力向上・創出

  「すべての事務事業が泉区の魅力向上につながる」ことを職員一人ひとりが 

しっかりと意識して、区民の皆様とともに、更なる泉区の魅力向上を図ります。 

■ 戦略的な情報発信

  区役所が行う様々な情報発信について、ただ一方的に発信するのではなく、 

情報を必要とする方に「伝わる」ことを意識し、正確な情報を迅速に届けます。 

■ 多様な主体との協働

 幅広い世代、多様な担い手とともに、次世代につながる地域づくりを 

進めます。 

すべての事務事業に、「魅力向上・創出」「戦略的な情報発信」「多様な主体との協働」の３つの視点を踏まえ、

取り組みます。 

基本姿勢 

地蔵原の桜 横根稲荷神社付近から望む富士山 夕暮れに染まる長後街道 

資料１



主な取組（Ⅱ 目標達成に向けた施策） 

１  とどけよう！ いずみの魅力 

泉区ならではの魅力を、区内外の方々に実感していただき、泉区への愛着心を高めるシティプロモーション

を行うとともに、農や伝統文化、深谷通信所跡地などの地域特性を生かしたまちづくりを進めます。また、

それらの魅力や取組を、泉区にかかわる多くの方々と連携して発信します。

 

 

 

 

２  はぐくもう！ 地域の力 

自治会町内会をはじめとする活動団体の支援に加え、幅広い世代の地域活動への参画を推進するため、世代 

に応じたセミナーや意見交換会等を行います。また、商店街の賑わいづくりや脱炭素化の啓発を地域の皆様

とともに進めます。 

◆泉区の魅力づくりと発信【定住・転入促進事業】

「泉区に住み続けたい」「住むなら泉区」と感じていただくため、区

民や事業者の皆様をはじめ、一般募集した地域ライター、泉区公式 SNS
フォロワーなど泉区にかかわる多くの方々と連携し、泉区『愛』に溢れ

るプロモーションを展開します。

◆いずみ伝統文化の保存・普及・継承【いずみ文化振興事業】

 泉区の誇る伝統文化である横浜いずみ歌舞伎、太鼓・お囃子、相模凧

の普及と継承を担う泉伝統文化保存会の活動を支援します。また、将来

にわたって活動を継続していくため、保存会の活動を紹介する交通広

告への掲出やパネル展を実施します。

◆水・緑の魅力づくり支援【水・緑・みち魅力づくり支援事業】

  道路・公園・水辺における花木への水やりや除草等の管理を行う地

域のボランティア団体である愛護会等の活動を支援します。また、新た

な担い手確保のため、各団体における活動の PR を行います。 

◆地域力の醸成・向上【地域力支援事業】

新しい地域活動、社会参加の在り方についての企画・情報発信等を

行うことで、幅広い世代の地域活動への参画を推進します。地域の多

様な課題の解決に取り組む泉区地域協議会や地区経営委員会等の運営

を支援するとともに、地域支援に携わる職員の育成を実施します。

◆商店街と取り組む賑わいづくり【商店街振興支援事業】

商店街を含めた地域の賑わいづくりと活性化に向けて、泉区商店街

連合会加盟の飲食店と協働し、泉区マスコットキャラクター「いっず

ん」を活用したキャンペーンを行います。

◆脱炭素化行動の普及・啓発【脱炭素化推進事業】

脱炭素社会形成のため、区内大学と連携しながら、各啓発イベント

への出展等により区民の理解促進を図ります。また、緑のカーテン等

多世代が身近に取り組める脱炭素化行動を推進します。

＜区内大学と連携した 
脱炭素行動啓発エコバックの制作＞

＜商店街イベントの例（Ｒ３）＞

＜横浜いずみ歌舞伎＞ 

＜プロモーション動画＞ 

－２－ 



３  まもろう！ 暮らしの安全・安心 

 地域における防災の担い手支援や「自助」「共助」の意識を高めるための取組を行うとともに、関係機関

等と連携し、区の防災体制の強化を図ります。さらに、地域や関係団体とともに、防犯対策、感染症対策な

どに積極的に取り組み、安全に安心して暮らせるまちづくりを進めます。

４  ささえあおう！ 健やかなまち 

地域の支え合いによって、誰もが安心して暮らせるまちをつくるため、泉わくわくプラン（泉区地域福

祉保健計画）や泉区アクションプランを推進します。また、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援の充

実や、障害児・者の社会参加支援等の取組を推進します。 

 

 

 

 

◆地域防災力の向上と防災体制の整備強化【防災対策事業】

地域における防災の担い手の支援・育成のため、防災アトラクショ

ンや小学生を対象とした防災出前講座等を実施します。また、災害時

に地域防災拠点が円滑な開設・運営ができるよう、感染症対策やペッ

ト対策も踏まえた研修や啓発等を行います。

◆防犯対策【防犯対策推進事業】

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関

する啓発活動や講習会等により、区民の防犯意識の向上を図ります。 
また、登下校時間にパトロールを行うことで、児童や生徒を狙った

犯罪を未然に防ぎます。

◆交通安全対策【交通安全対策推進事業】

地域、関係機関・団体などと連携を強化した交通安全キャンペーン

活動の一環として、小学生が対象のスローガンコンクールを実施し

ます。児童が自ら交通安全について考える機会を提供することで、交

通安全意識の向上を図ります。

＜小学生を対象とした防災出前講座＞

＜交通安全キャンペーン＞

◆横浜型地域包括ケアシステム構築に向けた

泉区アクションプランの推進【泉区地域包括ケア推進事業】

地域包括ケアシステム構築に向けて、泉区アクションプランを推進

し、高齢者が安心して暮らし続けられる地域づくりに取り組みます。

また、地域全体に認知症への理解を広げるため、ＶＲ機器を用いた研

修を継続実施し、本人視点の理解・主体的な意識醸成に繋げます。

◆誰もが安心して自分らしく暮らせるまちへ

【障害児・者社会参加促進支援事業】

区内の障害福祉事業所を巡るシールラリーイベントの開催や、各事

業所の自主製品等販売活動への支援を通して、区民の障害理解を推進

し、障害の有無にかかわらず誰もが安心して自分らしく暮らせるまち

づくりを進めます。

◆地域の子育て支援力向上

【妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業】

子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づく

りを目指し、地域で身近に相談できる「子育て応援サポーター」の育成

や「子育て応援グッズ」等の配布を行います。また、広く区民に子育て

支援の参画を呼びかけるため、啓発動画を作成します。

－３－ 

＜泉ふれあいシールラリー＞

＜のぼり旗による啓発 

（地域子育て支援拠点「すきっぷ」）＞ 



主な取組（Ⅲ 目標達成に向けた組織運営） 

区民の皆様の信頼に応えます！ 

◆信頼される行政サービスの提供
・区役所窓口での適切な制度運用、個人情報の保護
・各種手続きや暮らしの中の困りごとを相談しやすい、
分かりやすく親切で丁寧な窓口対応

・道路、下水道、河川、公園等の維持管理

◆公正・適正な業務執行
・市税の公平・適正な課税及び滞納整理の実施
・国民健康保険料等の収納促進
・適正な会計・経理の実施や公正な選挙の実施

区役所全体で地域支援に取り組みます！ 

◆地域のつながりを深めるための地域支援の充実
・部や課の垣根を越えて連携し、区役所全体で地域を支える取組を推進

・地域支援体制やＩＣＴを生かした地域の課題把握、共有、解決

・地域支援に携わる職員の育成

「チーム泉」一丸で取り組みます！ 

◆職員力、チーム力の向上

・ＯＪＴ（各職場で業務を通じて行われる職場研修）を中心とした人材育成、

効果的な職場研修の実施

・働きやすい・働きがいのある職場づくり

・多様な課題に対応するための庁内横断的な取組を推進

◆「チーム泉」一丸となった情報発信
・一人ひとりが業務内容や区政情報、泉区の魅力等を伝える「広報パーソン」

の自覚を持てるよう、広報マインド向上のための各種研修を実施

・地域の課題を把握・情報共有し、必要な情報を適時的確に発信

・泉区に関わるすべての関係者と連携した情報発信

 

 

 

 

 

 

 

★他の取組・事業などについては、令和４年度泉区個性ある区づくり推進費予算をご覧ください。

（HP https://www.city.yokohama.lg.jp/izumi/kusei/uneihoshin-yosan/yosan/r4/reiwa4yosan.html）

「泉区による情報発信と一目でわかるような広報活動」を進めるため、

統一的なロゴマークを作成しました。 

 区役所の広報活動に限らず、区民や企業の皆様も原則自由にご使用いた

だけます。これからも引き続き、泉区の情報や魅力の発信を泉区に関わる

全ての関係者と連携し取り組んでいきます。 

ロゴマークのご利用はこちらから → 

コラム① 「＃住むなら泉区」ロゴマーク

－４－ 

＜側溝の清掃作業＞

＜窓口応対研修＞

＜窓口応対＞

コラム② ICT 活用の取組

ＩＣＴの知識や活用技術の向上を目的に、区民の皆様や地域団体、

多職種向けに ICT 活用講座等を行っています。また、区庁舎の wi-fi

化など、泉区役所のデジタル環境を強化する取組を進めるとともに、

今後、以下のような行政サービスの向上を図ります。 

・タブレット端末を利用した窓口での情報提供

・イベントの動画配信、オンライン説明会 等

＜「＃住むなら泉区」ロゴマーク＞

＜区民向けのスマートフォン講座＞



    

 

 

 

令和４年度 泉区個性ある区づくり推進費 執行計画 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年６月８日 
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ハナミズキ 

アジサイ 
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モミジ 

 

 

 

泉区の『区の木』 

資料 ２ 



令和４年度泉区予算総括表

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

179

(0.19%) 　

△ 70

(△0.18%)

△ 2,342

(△0.38%)

△ 2,233

(△0.3%)

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 主な事業

1,303
(6.19%)

△ 1,746
(△6.61%)

2,063
(6.25%)

△ 1,441
(△9.57%)

179

(0.19%)

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

△ 66
(△0.3%)

△ 4
(△0.02%)

△ 70

(△0.18%)

（単位:千円）

令和４年度（Ａ） 令和３年度（B） 差引（Ａ）-（Ｂ） 備  考

△ 3,060
(△2.07%)

△ 85
(△1.19%)

345
(0.91%)

1,267 地区センター（４か所）
(0.84%) 集会所（しらゆり）

0 こどもログハウス（いずみ台公園）
(-)

0 区民文化センター（テアトルフォンテ）
(-)

△ 120 老人福祉センター（泉寿荘）
(△0.31%)

△ 619 コミュニティハウス（８か所）
(△0.93%)

△ 70 スポーツセンター（泉スポーツセンター）
(△0.16%)

0 子供の遊び場（７か所）
(-) 町のはらっぱ（６か所）、スポーツ広場（１か所）

0
(-)

△ 2,342

(△0.38%)

統合事務事業費 38,631 38,701

１　区分別総括表

自主企画事業費 95,698 95,519

区庁舎・区民利用施設管理費 615,740 618,082

計 750,069 752,302

２　内訳
（１）自主企画事業費

区　分

１　とどけよう！　いずみの魅力 22,356 21,053

・定住・転入促進事業【重点】
・いずみ文化振興事業
・農を生かしたまちづくり事業
・広報事業

2　はぐくもう！　地域の力 24,651 26,397

・地域力支援事業【重点】
・地域を支えるICT活用推進事業
・商店街振興支援事業
・脱炭素化推進事業

3　まもろう！　暮らしの安全・安心 35,076 33,013
・防災対策事業【重点】
・防犯対策推進事業
・交通安全対策推進事業

計 95,698 95,519

４　ささえあおう！　健やかなまち 13,615 15,056

・泉わくわくプラン推進事業
・泉区地域包括ケア推進事業【重点】
・障害児・者社会参加促進支援事業
・妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業【重点】

（２）統合事務事業費

区　分

１　統合事務費 22,015 22,081 生活保護や戸籍・住民登録等に係る事務費

２　統合事業費 16,616 16,620 広報よこはま泉区版の発行や市民相談、各種委員の活動費

計 38,631 38,701

（３）区庁舎・区民利用施設管理費

区　分

１　区庁舎等 144,818 147,878

２　土木事務所 7,047 7,132

３　公会堂 38,173 37,828

４　地区センター等 152,292 151,025

５　ログハウス 8,591 8,591

６　区民文化センター 105,224 105,224

７　老人福祉センター等 38,280 38,400

８　コミュニティハウス 66,106 66,725

９　スポーツセンター 44,000 44,070

10　広場・遊び場 1,209 1,209

11　区庁舎・区民利用施設修繕費 10,000 10,000

計 615,740 618,082

 1



2 

 

令和４年度 泉区個性ある区づくり推進費自主企画事業 執行計画 

施策１ とどけよう！ いずみの魅力（６事業） 

２２，３５６千円（Ｒ３年度２１，０５３千円） 

１ 定住・転入促進事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ７，５１２千円 ５，９５０千円 

相鉄線と東急線の相互直通運転の開通や泉ゆめが丘開発の推進など、利便性が向上する好機を

捉え、泉区内外の多くの方々に「泉区に住み続けたい」「住むなら泉区」と感じてもらうため、

泉区に関わる様々な方や民間事業者等と連携して、居住地として選ばれる魅力づくりとプロモー

ションの取組を進めます。 

 

(1) 情報発信（３，３１７） 

交通アクセスや子育て環境、緑や水に恵まれた生活環境等の泉区の魅力を、主に 20 代か

ら 30 代の子育て世代に対して効果的にＰＲするため、泉区特設ＰＲサイト「いずみくら

し」や民間不動産情報サイト、鉄道広告及びＳＮＳ広告等、様々なツールを活用して発信し

ます。 

 

(2) 魅力向上・魅力創出（４，１９５）拡充 

区民を始め多くの方々に泉区に愛着を持ってもらうため、泉区の魅力の更なる向上や創出

を図ります。 

ア 区役所・区民・事業者など、泉区に関わる様々な主体が参画し、多方面から泉区の魅力

をとらえ、発信できる事業展開や仕組みづくりを進めます。 

イ 区民等地域ライターが多様な視点で泉区を取材して、地元ならではの魅力を掘り起こし、

発信します。 

ライター募集：４月 11 日～４月 22 日 

               ライター講座実施：５月９日、５月 23 日、６月６日 

 

ウ 区公式ＳＮＳフォロワーと交流会を実施し、泉区の更なる魅力の向上や情報発信力の強

化につなげます。 
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コラム① 定住・転入促進 ～シティセールスプロモーションの取組～ 

【地域ライターの取組 ～区民との連携～】 

区民の方が地域ライターとなって泉区内を取材して記事を

書き、リアルな泉区の情報を発信しています。令和３年度は「い

ずみくらし」内の「ローカルライターのいずみある記」コーナ

ーに 12 記事を掲載しました。 

地元の生活者ならではの視点から地域の魅力や人々の生き生

きとした活動がたくさん発信されています。令和４年度も新た

にライターを募集し、更なる魅力向上を図っていきます。 

 

＜参考＞ローカルライター記事（一部抜粋） 

・本格歌舞伎が泉区に！ 横浜唯一の横浜いずみ歌舞伎の挑戦 

・歴史ある土地で夫妻が丁寧に作る「いずみマロン（※栗の品種名）」 

・「ひとりで辛さを抱え込まないで」不登校のこどもを支援する 

団体“かけはし”  

・絵本も絵本以外も楽しめる、多世代の居場所「みんなの絵本のおうち」 

・「ここは横浜！？」泉区にあるとっても広い場所、「通信隊」の魅力とは 

 

 

 

【事業者と連携した発信】 

プロモーション動画や区民インタビューリーフレット等の制作物を住宅展示場や駅前イベン

ト、アミューズメント施設等で様々な事業者と連携して放映・配架を行いました。 

泉区の魅力を発信する新たなネットワークを築くとともに、ターゲット層（子育て世代）に 

対して多面的に訴求する効果的なＰＲができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も区民の皆様や事業者等、多様な主体と連携しながら、泉区の居住地としてのブランドイ

メージの定着を図るため、年間を通じた発信に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

いずみくらし掲載地域ライター記事 

総合住宅展示場「ハウスクエア」（都筑区）

での特別展示 

「やよい祭」（弥生台駅前） 

でのブース出展 

よこはま動物園ズーラシア（旭区）内 

「ころこロッジ」での動画放映 
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２ いずみ文化振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ３，５８６千円 ４，５０３千円 

泉区の文化振興を図るため、区内の文化団体による作品等の創作、展示、発表の活動を支援

するとともに、泉区における伝統文化の保存・普及・継承の取組を推進します。 

 

(1)  文化振興事業（８６０） 

ア 泉区民文化祭 

文化振興委員会の活動、新規団体や個人参加者の募集等を支援します。 （10～11 月） 

イ 区民ホール事業 

文化振興委員会の展示部門・発表部門が企画実施するそれぞれの展示や発表を支援 

します。                                                           （５～３月） 

ウ 泉つるし飾り展 

泉区の歴史的な区民手作りのつるし飾りを、区民ホールに展示します。 

また、併せて天王森泉館などの区内施設にて同時期に開催する、「つるし飾り展」の 

広報を行います。                                                       （２月） 

 

(2) いずみ伝統文化保存事業（２，７２６） 

泉区の伝統文化である「横浜いずみ歌舞伎」「太鼓・お囃子」「相模凧」の保存・普及・

継承を図る泉伝統文化保存会の活動を支援します。 

また、区の魅力発信及び当該事業の周知を目的として、主に横浜いずみ歌舞伎公演の  

開催時期等に合わせて広告を展開します。  いずみ相模凧揚げ会（５月５日、１月） 

                                        太鼓・お囃子フェスティバル（中止） 

                                        横浜いずみ歌舞伎公演（10 月） 

                                        市営地下鉄等での広告掲示（10 月） 

 

３ 農を生かしたまちづくり事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 １，２０９千円 １，１０９千円 

泉区の地域資源である農について、区民が理解を深め、活動に関わっていくための取組を推進

します。 

 

(1) 農産物を生かしたまちづくり事業（８８５） 

地産地消への理解を深め、実践してもらうための取組として「いずみくらし」に、区内の

直売所及び収穫体験ができる農園の情報や、区内の学校や団体などで行われている地産地消

の取組を紹介する記事を掲載します。 

（地産地消の取組紹介記事掲載：年５回） 

 

(2) 農の活動推進事業（３２４）拡充 

ア 援農団体の活動支援をすることで、高齢化や担い手不足に悩む農家の支援につなげます。

イ 農をテーマにした講座を実施し、泉区の地域資源である農を身近に感じていただくとと

もに、援農等の活動へ関わるきっかけを提供します。 

 

 
○ 援農コーディネーター支援事業【環境創造局事業】（１００） 

労働力が不足している農家と、農家への手伝いを希望している市民を結びつける、援農団

体の活動を支援します。 
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４ 水・緑・みち魅力づくり支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

土木事務所、区政推進課 １，９８１千円 １，９９２千円 

泉区の緑環境の保全を地域団体と連携して進めるとともに、和泉川や村岡川などの流域におい

て地域団体等との協働により、区の特性に対応した魅力づくりを行います。また、担い手不足が

課題となっている道路・公園・水辺における愛護会等活動が維持・継続できるよう支援を強化

します。 

 

(1) 魅力づくり支援事業（４５０） 

和泉川や村岡川などの流域、立場駅前交通広場の花壇などで活動する団体に花苗の提供な

どを行い、地域の魅力づくりを支援します。 

四ツ谷湧水における花苗植付：６月、10 月  

和泉遊水地における菜花播種：10 月  

立場駅前交通広場における花苗提供：５月 31 日、９月、12 月  

 

(2) 愛護会活動支援（１，１８０） 

愛護会活動にかかる技術指導などの講習会の実施、草刈りなどの活動を支援するための機

材の貸与などを行うとともに、新たな担い手づくりのために、視察会・合同のつどいの開催

や公園の花壇紹介、ホームページを拡充するなどして、愛護会と地域の新たな連携を促進し

ます。                            （花壇の紹介：８月） 

 

(3) 緑環境保全事業（３５１） 

地域資源のひとつである貴重な緑環境を守る活動を支援します。また、区の花・あやめ 

の認知度を上げ、愛着を持ってもらえるよう、普及団体の活動支援等を行います。 

 

 

  



6 

 

５ 深谷通信所跡地等活用事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ５，８０６千円 ５，３３７千円 

深谷通信所跡地において、区民が利用できる区域を広場として開放するとともに、広場利用を

促進する取組を行います。また、跡地利用等に関して、地域の意見・要望の調整等を行います。 

 

(1) 広場等管理運営（５，５４２） 

跡地内の一部区域を区民が利用できる広場として開放し、定期的な草刈りを実施するとと

もに、日常的な管理運営を行います。また、多くの区民に利用してもらえるよう、広場の活

用をＰＲするためのイベント等の取組を実施します。 

 

(2) 協議会運営支援（２６４） 

跡地利用等に関する協議、情報提供、地域の意見・要望の調整を行う泉区深谷通信所返還

対策協議会の運営を支援します。 （協議会・メモリアルグリーン等見学会：５月 27 日） 

 

  

○ 跡地利用推進事業【政策局事業】（３３，６００） 

跡地利用の具体化に向けて検討を進めるとともに国有地処分の準備を行います。 

また、暫定利用期間中の本市管理区域の維持管理を行います。 

 

○ 深谷通信所跡地利用関連道路計画検討事業【道路局事業】（２０，０００） 

外周道路や、外周道路と環状３号線及び環状４号線を結ぶ連絡道路の整備に関する検討、

都市計画決定に向けた手続き等を進めます。 

 

○ 大規模施設跡地等墓地整備事業【健康福祉局事業】（１０６，５００＜全市＞） 

  深谷通信所跡地での公園型墓園の整備に関する調査、手続等を進めます。 

 

○ 米軍施設跡地の公園の事業推進【環境創造局事業】（１００，０００） 

深谷通信所跡地での公園整備に関する調査、手続等を進めます。 
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６ 広報事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ２，２６２千円 ２，１６２千円 

「伝わる」広報を実践し、区民の行動変容につなげるため、ホームページや定期刊行物、 

ＳＮＳ、地域メディア等の各種媒体を効果的に活用し、区民に行政情報や地域・生活情報、区

の魅力等を適時的確に情報発信します。 

 

(1) 泉区ホームページ事業（１７８） 

  区ホームページを通じて区政に関する情報を発信します。また、ホームページと連動した

ツイッターの活用を進めます。 

 

(2) 泉区生活・防災マップ作成事業（５６３） 

区内の町区域や各種施設などを網羅した生活地図と地域防災拠点などの防災地図をまとめ

た「生活・防災マップ」を作成・発行します。                （３月） 

 

(3) 泉区生活便利帳作成事業（４５３） 

区民に必要な生活情報をまとめた「泉区生活便利帳」を改訂し発行します。  （３月） 

 

(4) 泉区広報戦略事業（１，０６８）拡充 

区民の必要とする情報を戦略的に情報発信すべく、発信時期を考慮して地域メディアと連

携して情報発信します。          地域メディアを活用した情報発信：年４回 

地域情報紙での区の魅力発信記事掲載：毎月１回 

 

 

 

 

  

○ 広報よこはま発行事業【統合事業費】（８，０５６） 

・「広報よこはま」発行事業 

   「広報よこはま泉区版」を、市版との一体感を保ちながら、編集・発行し、全世帯配布

に取り組みます。 

 

・「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」発行事業 

福祉保健センターで実施する健診・相談などの事業について、年間日程などを掲載し

た「いずみ福祉保健センターからのお知らせ」を年１回「広報よこはま」とあわせて配

布します。 

○ 緑地保全制度による指定の拡大・市による買い取り事業【環境創造局事業】（７，１１８，１００＜全市＞） 

区内のまとまりのある樹林地の保全を進めます。 

○ ガーデンシティ横浜の推進（各区連携）【環境創造局区配】（２，０００） 

花壇の設置、地域やイベントとの連携により、区民が花や緑に親しむ機会を増やす取組を

行います。 
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○ 持続可能な住宅地推進プロジェクト【建築局事業】（１，７５０） 

市民や企業等と協働・連携し、相鉄いずみ野線各駅で、魅力的な地域資源を活かしたまちづ

くりを進めます。 

○ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業【都市整備局事業】（１，００５） 

都市計画道路等の基盤整備工事や、換地計画作成手続きを進めます。 

○ 地域交通サポート事業【道路局事業】（５０，０００＜全市＞） 

地域にふさわしい交通サービスの実現に向けた地域主体の取組みに対して、関係者と調整し

ながら活動経費助成や調査の実施支援等を行います。 

○ 横浜市民の読書活動推進事業【教育委員会事務局区配】（１００） 

第二次泉区読書活動推進目標を軸として、会議やイベントを通じ、関係者（図書館、学校、

区役所、区内読書関連施設）間の連携を図りながら、読書に親しむきっかけづくりを推進し

ます。 
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施策２ はぐくもう！地域の力（12 事業） 

２４，６５１千円（Ｒ３年度２６，３９７千円） 

１ 地域力支援事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課、福祉保健課 ５，９０６千円 ６，５８８千円 

持続可能な地域活動が行われるよう、活動の基盤となる自治会・町内会の役員や各種委嘱委

員等の地域住民の支援に取り組むとともに、担い手不足の解消に向けた、現役世代を含めた幅

広い方々の地域活動への参画を推進します。また、地域での多様な課題の解決に取り組む泉区

地域協議会や地区経営委員会等の運営を支援するとともに、地域支援に携わる職員の育成を実

施します。 

 

(1) 泉区地域協議会運営支援（５２３） 

泉区全体に関わる課題などに対する意見・提案、地域の課題解決に関する情報交換などを

行う泉区地域協議会の運営支援を行います。        （第１回定例会：６月 16 日） 

 

(2) 新しい地域活動、社会参加の在り方の企画・情報発信等（１，３５０） 

50 代を対象としたセミナーや、若年世代（30～40 代）を対象とした意見交換会等を開催

します。それぞれの年代に応じて、地域に関心をもってもらうきっかけを提供し、地域活動

の担い手不足解消につなげます。       （50 代向けセミナーの開催：８月 27 日） 

 

(3) 地域活動コーディネーター等派遣（７２０） 

地域の課題解決に向けた取組を支援するため、各地区へ地域活動コーディネーター等の派

遣を行います。 

 

(4) 地区経営委員会活動費用助成（４００） 

地区経営委員会が行う多様な地域活動を持続させるため、各地区経営委員会の運営支援や

地域運営補助金の交付を行います。 

 

(5) 地域支援担当職員育成（２，３００）拡充 

国勢調査結果を活用した地区データ分析と報告書を作成し、地域支援に活用します。また、

地域支援に従事する職員等に対する研修を実施し、地域支援に必要なスキル・ノウハウの習 

得や総合調整力の向上を図ります。    （地域支援研修（転入責任職向け）：４月 12 日） 

（地域支援研修（その他職員向け）：５月 31 日、６月２日） 

 

(6) 地域力支援事務費（６１３） 

地域力支援事業の推進にかかる消耗品の購入等を行います。 

 

  
○ 元気な地域づくり推進事業【市民局区配】（６４７） 

いずみ区民活動支援センターと連携し、地域の課題解決やまちの魅力づくりを学び合う講座

を行う「地域づくり大学校」を実施し、泉区の特色を生かしたカリキュラムを通じて、地域活

動の人材発掘・育成を図ります。 
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２ 地域を支えるＩＣＴ活用推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課、高齢・障害支援課 １，６００千円 ２，９００千円 

新型コロナウイルス感染症の影響により、従来の地域での活動や交流が困難になってきていま

す。そのため、ＩＣＴを効果的・効率的に活用し、地域の活動や交流が維持できるよう支援を行

います。 

 

(1) ＩＣＴ活用講座（１，０００） 

地域活動にＩＣＴを取り入れることにより、効率的かつ継続的に活動ができるようになる

ことを主な目的として、区内７か所にある地域ケアプラザにおいてＩＣＴ活用講座を開催し

ます。                   （講座開催：８～９月及び 11 月～12 月） 

 

(2) 高齢者スマホ教室（孫セラピー）（３００） 

高齢者サロンでスマートフォン講座の開催を支援します。開催にあたり、学生がサロン 

に出向き、直接使い方を手ほどきすることで、高齢者と若者世代のつながりを醸成します。 

（初回：５月 12 日 いずみ野地域ケアプラザ） 

 

(3) 多職種のためのＩＣＴ活用推進事業（３００） 

医療・介護関係者など多職種の専門職によるウェブ会議や講演会等の開催や参加を促進 

するため、事業所に対し、研修の機会の提供及び研修企画の際の技術的援助等を行います。 

 

 

３ 商店街振興支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 １，４６２千円 １，４６２千円 

区内商店街の振興や賑わいづくりを支援し、商店街活性化に向けた取組を展開します。 

 

(1) 商店街振興・賑わいづくり事業（１，４６２） 

商店街との意見交換会などを通じ、賑わいづくりに向けたイベントやプロモーションの取

組を行います。また、賑わいづくりと商店街の活性化に向けたイベントとして、泉区商店街

連合会加盟の飲食店による、「いっずんカレー」のリニューアルに加えて、「いっずんスイー

ツ」を行います。令和４年度の「いっずんカレー」は、泉区産もしくは横浜産の地場野菜を

ふんだんに取り入れた創作カレーを提供します。 

いっずんカレー：７～８月 

いっずんスイーツ：10 月 

 

 

 

 

 

  

○ 商店街活性化イベント助成事業【経済局区配】（３４，０００＜全市＞） 

商店街が実施するイベント事業を支援し、地域と商店街のふれあいを深め、商店街の賑わ

いの創出及び活性化を図ります。 
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４ 多文化共生推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課、こども家庭支援課 ２，１２０千円 ２，６０８千円 

多様な文化を持つ人々がお互いを尊重し、外国籍等区民が地域の構成員として地域活動に参加

しながら協働の地域づくりを進めることができるよう支援します。 

 

(1) 多文化共生のまちづくり推進事業（５９０） 

多くの外国籍等区民が暮らすいちょう団地地区において、地域と協働し、自主的・自立的に

取り組む住民の交流会や懇談会、多言語による日常生活等に係る情報提供等を支援します。 

 

(2) コミュニケーション支援事業（１，１７４） 

ア 外国籍等区民が、生活に必要な情報を得られるよう、多言語の生活情報紙「泉区リビン 

グガイド」や行政からのお知らせのほか、各種手続案内等について情報発信を行います。 

                                    （12 月） 

イ 外国籍等区民に対して、日本語の習得やライフスタイル、文化の理解等をサポートする 

地域ボランティアの人材を養成する「日本語ボランティア入門講座」を開催します。 

                                 （10 月～12 月） 

ウ 外国籍等区民を対象に、日常生活に支障のないレベルの日本語能力の習得を目指した日 

本語教室を開催します。                                            （９月～１月） 

 

 

 

 

 

(3) 外国籍等区民への子育て支援事業（３５６） 

日本語に対応できない妊婦及び子育て中の区民を対象に、通訳等のサポートを行います。 

ア 妊娠中から必要な支援を把握し、安全な出産を迎えるサポート及び乳幼児健診後のフォロ

ーや個別心理対応時に通訳が同行・同席し、きめ細やかな子育て支援を行います。＜ベトナ

ム語・中国語＞                            （年 12 回） 

イ 北上飯田保育園において地域の外国籍親子への支援として日本の文化にふれあい、親しみ

を持っていただきながら居場所を提供する子育てサロンを開催します。   （年 38 回） 

 

  

○ いずみ多文化共生コーナー【国際局区配】（１，９０４） 

多文化に関する情報を収集し、外国籍等区民に対して情報提供、各種窓口の紹介等を行う

国際交流ラウンジ「いずみ多文化共生コーナー」を運営します。 
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５ 区民活動支援センター事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 １，２７２千円 ６４３千円 

区民の活力ある諸活動の推進や、自治会町内会の課題解決に向けた活動の支援を図るため、い

ずみ区民活動支援センターにおいて、地域活動や生涯学習に関する情報提供・相談、多様な地域

の人材の発掘・活用、地域活動を行う個人・団体への活動支援等を行います。 

 

(1) 区民活動支援センター運営事業（７３４） 

ア 区民活動に関する相談業務を実施し、学習機材等を貸出します。       （通年） 

イ 区民活動支援センターの認知度を高め、事業内容を広報するため、区民活動情報紙「セン 

ターだより（いずみ区民活動支援センター情報誌）」等を発行します。（６月、10 月、２月） 

ウ 区民活動団体の広報を支援するため、人財バンク登録者の展示会や発表会を区民ホール 

等や区内の施設で開催し、活動内容を紹介します。              （３月） 

エ 区民利用施設ネットワーク会議を開催し、自主企画事業の事例や企画立案に向けた課題 

等の情報共有を行います。                         （７月） 

 

(2) 生涯学習・地域活動支援事業（５３８） 

ア 地域の力を地域のまちづくりにつなげるため、ボランティアやサークル活動団体、個人 

の「泉区人財バンク」への登録・利用を促進します。また、併せて登録データをホームペ 

ージで公開し、地域での活躍の機会を提供します。             （通年） 

イ 自治会町内会や区民活動団体等が地域まちづくりの推進に必要となるノウハウの習得や 

スキルアップを支援するため、地域活動実践講座を実施します。併せて、地域活動団体の 

運営面での課題解決に向けた取組や、区民のまちづくりについてのコミュニケーション等 

を促進し、マッチングの場や機会の提供を行い、区民活動を促進します。   （通年） 

ウ 区民の生涯学習や地域活動へのきっかけづくりのため、人財バンク登録者による講座や 

区民活動団体の体験会を実施します。                （10 月、３月） 
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６ 自治会町内会振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ２，４４９千円 ２，４４９千円 

住みよいまちづくりに貢献している自治会町内会活動を振興するため、行政情報等の提供を進

めます。また、自治会町内会長や役員に対する表彰等を行い、敬意と感謝の意を表するととも

に、自治会町内会の掲示板やホームページを活用した情報発信の取組を支援します。 
 

(1) 自治会町内会交流推進事業（２，０９９） 

掲示物などの行政情報等を自治会・町内会へ送付します。 

地域活動に貢献された自治会町内会長に対して表彰等を行い、敬意を表します。また、自

治会町内会の役員に感謝状を贈呈します。 自治会町内会長永年在職者表彰：３月 

連合自治会町内会役員等永年在職者表彰：４月～５月 

(2) 自治会町内会掲示板整備補助事業（３００） 

自治会町内会の掲示板の新設・補修等の整備工事費の一部を補助します。 
 

(3) 自治会町内会ホームページ作成支援事業（５０） 

自治会町内会がホームページを作成する上での諸問題の解決に向けた支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 区民スポーツ振興事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 １，７４８千円 １，７４８千円 

区民の健康志向の高まりに併せて、スポーツの振興を図るため、地域のスポーツ振興団体やス

ポーツ大会、教室を実施する団体へ支援します。また、地域資源を活用したスポーツ振興イベン

トを開催し、区民がスポーツに取り組むきっかけになる事業を実施します。 
 

(1) スポーツ振興団体支援事業（１，１６０） 

泉区スポーツ協会が行っている各種スポーツ大会や教室、また、区民参加型のスポーツフ

ェスティバル開催への支援を行い、泉スポーツセンターと連携しながら、地域スポーツの運

営を強化します。 
 

(2) 地域資源を活用したスポーツ振興啓発事業（５８８） 

区民がコロナ禍においても心身ともに健康に、生き生きとした生活を送れるよう、スポー

ツに親しむきっかけづくりの一環として、区民参加型のスポーツイベントを開催します。 

                                   （11 月） 

 

 

 

○ 地域活動推進費補助金交付事業【市民局区配】（４４，８４１） 

 自治会町内会、地区連合自治会町内会等が実施する環境美化、防災・防犯活動等の公益

的活動に対する経費の一部を補助します。 

○ 自治会町内会館整備費補助事業【市民局区配】（１２，６６０） 

 自治会町内会館の新築や増改築、改修、修繕等に対する経費の一部を補助し、事務手続

などを支援します。 

（新築：白百合台自治会、修繕：向根下自治会・下和泉住宅自治会・葛野町内会） 

○ スポーツ推進委員支援事業【統合事業費】（１，７３４） 

市委嘱のスポーツ推進委員が行うスポーツ振興や啓発事業等の活動を支援します。 
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８ ごみ減量化推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ２，２８４千円 ２，４２４千円 

更なるごみ減量と脱温暖化に取り組み、豊かな環境を次世代に引き継ぐため、「ヨコハマ

３Ｒ夢
ス リ ム

プラン」に基づき、市民・事業者の皆様による自主的で自分らしい３Ｒ夢行動を大切にし

ながら、横浜らしい循環型社会に向けて、ごみの減量化、温室効果ガス削減を推進しＳＤＧsに

つなげます。 

 

(1) ごみ減量化活動支援事業（２，２８４） 

ア 地域が主体となって取り組むごみの減量化推進や集積場所周辺の環境美化等の活動に対

する補助金を、連合自治会町内会（12 地区）に交付します。 

イ 発生抑制等によるごみ総量の削減啓発チラシや、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の認知度を

高めるため啓発物品等を作成します。                   （通年） 

ウ 自治会・町内会、地域団体、小学校・保育園等を対象に、出前講座や地域イベント等を

通して３Ｒ行動の普及・啓発を進めます。                 （通年） 

エ 商業施設等と連携し、継続的な啓発活動・キャンペーン等に取り組みます。 （通年） 

オ きれいな街づくり、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の推進、緑化の推進に功労のあった個人

及び団体を表彰します。                          （12 月） 

 

 

 

 

 

９ 脱炭素化推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 ９９０千円 ６７３千円 

脱炭素社会形成のため、区内大学と連携しながら、各啓発イベントへの出展等により区民の

理解促進を図ります。また、緑のカーテン等多世代が身近に取り組める脱炭素化行動を推進 

します。 

 

(1) 脱炭素化理解促進事業（２００） 

区民が脱炭素社会の形成への理解を深められるよう、区独自の啓発リーフレット「泉区版

環境読本」を活用した啓発を行います。また、各種啓発イベントにおいて脱炭素化理解促進

のための出展を行います。 

 

(2) 緑のカーテン普及事業（５９０） 

脱炭素化に向け、各家庭等で、こどもから大人まで楽しみながら実践できる緑のカーテン

づくりの推進に取り組みます。                 （種の配布：４月～） 

 

(3) 区内大学との協働による脱炭素化行動啓発事業（２００）新規 

区内大学との協働により、若者世代とともに取り組むことで、区民目線での身近な脱炭素

化行動を啓発します。 

○ クリーンタウン横浜事業【統合事業費】（８３８） 

清潔できれいな街ヨコハマの実現に向け、美化推進重点地区において、定期清掃及び 

啓発活動を実施します。                 （４月～３月：96 日間） 
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１０ 青少年を育むまちづくり事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ６７６千円 ７９６千円 

地域の大人と子どもたちの交流の機会を設け、大人と子どもの顔と顔のつながる関係づくりを

支援します。また、学校や地域が一体となって、子どもたちの地域への愛着やふるさと意識を育

み、将来の泉区を担う人材を共に育成するまちづくりを目指します。 

 

(1) 地域の子ども交流支援事業（６１６） 

ア 地域と協働し、区内地区センター等を中心とした４方面において、異なる年齢の子ども

たちが地域の大人と工作やスポーツを通して定期的に交流する取組を支援します。 

イ 地域内の中学校と協力し、事業の担い手の確保と地域に定着した活動に向けて、中学生

ボランティアの参画を促進します。 

 

(2) 区子ども会活動推進事業（６０） 

区子ども会育成指導者連絡協議会が行う活動を支援します。       （活動休止） 

 

 

 

 

  

１２ 泉区民ふれあいまつり支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ３，０００千円 ３，０００千円 

泉区に対するふるさと意識、区民の連帯意識を醸成するため、泉区民ふれあいまつりの開催を

支援します。 

 

(1) 泉区民ふれあいまつり支援（３，０００） 

泉区民ふれあいまつりを実施する泉区民ふれあいまつり実行委員会の活動を支援します。 

（11 月３日）

１１ 窓口案内ボランティア事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 １，１４４千円 １，１０６千円 

公募の区民ボランティアが区庁舎正面玄関で来庁者に挨拶や案内をすることにより、親しみ

やすい区役所をつくります。また、区民視点から窓口応対や行政サービスについてのご意見、

ご提案を伺い、区役所の業務改善につなげていきます。 

 

(1) 窓口案内ボランティア事業（１，１４４） 

窓口案内に加え、定例会議や研修会などを実施します。 

（定例会議：年２回、研修会：５月９日・10 日実施） 

○ 青少年指導員事業【統合事業費】（３，２６１） 

青少年の健全育成促進のため、泉区青少年指導員協議会の活動を支援します。 

○ 学校・家庭・地域連携事業【統合事業費】（８９５） 

中学校区単位で学校・保護者・自治会町内会等の各種団体で組織する、学校・家庭・地域

連携事業実行委員会の青少年健全育成事業の実施や運営を支援します。 
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施策３ まもろう！暮らしの安全・安心（７事業） 

３５，０７６千円（Ｒ３年度３３，０１３千円） 

１ 防災対策事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課、生活衛生課 ８，０２２千円 ８，３６６千円 

地域や関係機関との連携を強化し、震災・風水害対策に一層取り組みます。 

特に、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活動の活性化及び地

域防災の担い手の確保・育成を図ります。 

 

(1) 地域防災の担い手支援事業（３，３００） 

若い世代の防災意識を高め、地域防災活動への参加を促進することを目的としたイベント

を実施します。また、地域における自助・共助の取組への支援を積極的に行い、地域防災活

動の活性化及び将来に渡る地域防災の担い手の確保・育成を図ります。 

ア 区民の自助・共助による防災・減災の取組を推進するため、地域や防災関係機関と連 

携した防災フェアを実施します。ゲーム感覚で防災に関する知恵や技術を学べるプログラ

ムなど親しみやすいコンテンツを活用して、幅広い世代に対し防災活動への参加を促進し

ます。                                （11 月） 

イ リモート型防災アトラクションや小学生を対象とした防災出前講座等を実施し、若い世

代の防災意識向上を図ることで、自発的な地域防災活動への参加へとつなげ、地域防災の

担い手確保・育成を図ります。       （リモート型防災アトラクション：12 月） 

ウ 町の防災組織や区民が在宅で自主的に防災について学ぶことのできる映像コンテンツ 

の制作を行います。 

エ 「災害に強い地域づくり」を推進するため、町の防災組織等を対象とした集合研修を 

実施します。 

オ 各地域の特性や課題に応じた防災活動の取組支援を行うため、地域からの要請による 

防災出前講座や防災まち歩き、防災相談を実施します。 

カ 災害時要援護者支援を推進するため、安否確認の取組支援、町の防災組織との協定締結

による災害時要援護者名簿の提供、出前講座等を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域の防災担い手育成事業【総務局区配】（７００） 

地域の防災担い手を育成し、町の防災組織を中心に自助・共助の取組を推進します。 

○ 「町の防災組織」活動費補助金【総務局区配】（８，６００） 

「町の防災組織」が行う自主防災活動に対し、補助金を交付し、地域防災体制の確立を図り

ます。 

○ 災害時要援護者支援事業【健康福祉局区配】（１２９） 

災害時要援護者の安否確認や避難支援等の活動が円滑に行われるよう、地域での取組を 

支援します。 
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(2) 広報・啓発事業（７９７） 

区民の自助・共助の意識を高めるため、多様な広報手段を活用して啓発を行います。 

ア 世代に応じた多様な広報媒体を活用し、時節を捉えた防災・災害に関する情報発信を 

行います。 

イ 区民の防災意識向上のため、防災講演会を開催します。 

ウ 日頃からの備えや地震発生時の対応等について冊子にまとめた地震対策リーフレット 

を新たに作成し、自助の啓発と行動促進を行います。           （９月） 

 

(3) 地域防災拠点機能強化事業（１，７２９） 

発災時に円滑な地域防災拠点の開設・運営が行えるよう、地域防災拠点の機能強化を図り

ます。また、備蓄庫資機材・消耗品を適切に管理し、常時使用可能な状態を保てるよう計画

的に維持管理を行います。 

ア 地域防災拠点運営委員に対し必要な情報提供等を行うため、地域防災拠点運営委員会 

連絡協議会総会を開催しました。                   （５月 27 日） 

併せて、地域防災拠点の委員長等に対して表彰を行いました。 

イ 地域防災拠点運営委員会委員を対象に地域防災拠点の開設・運営方法等についての研 

修会を実施します。 

ウ 実践的な地域防災拠点運営に向けた対策に関する議論・検討のために、地域防災拠点 

運営委員長会を開催します。                      （12 月） 

エ 地域防災拠点の参与及び動員参集する職員等を対象に拠点の開設・運営方法等につい 

ての研修会を実施します。            （参与説明会：４月 20 日、22 日） 

オ 地域防災拠点防災備蓄庫にある防災資機材の修繕・点検及び燃料等消耗品について計 

画的な維持管理を行うとともに、避難所の感染症対策やプライバシー確保のために間仕 

切りパーテーションの追加配備を行いました。               （５月） 

カ 地域防災拠点へ配布している衛生対策ポスターの内容更新、追加及び補充を行います。 

キ 防災ライセンスリーダーの知識・技術の向上を図るため、地域防災拠点に配備されて 

いる資機材の取扱い研修会を開催します。 

 

○ 家具転倒防止対策助成事業【総務局事業】（３，６００＜全市＞） 

自ら家具転倒防止対策を講じることが困難な世帯を対象に家具転倒防止器具の取付け 

を無料で代行します 

○ 感震ブレーカー等設置推進事業【総務局事業】（１０，１００＜全市＞） 

  出火危険及び延焼拡大危険等の高い地域の住宅を中心に、大震災発生時に自動的に住宅

の電気供給を遮断する感震ブレーカー等の設置を推進することにより、出火率を低下させ、

火災被害の軽減を図ります。 
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(4) 防災体制の整備・強化事業（１，７２５） 

災害時に円滑な区災害対策本部運営を行うために、関係機関との連携強化を図ります。 

また、円滑な区本部運営を行うための資機材の適切な維持管理と整備を行います。 

ア 防災関係機関等と連携し、災害発生時に的確な対応ができるよう、防災連絡協議会総会 

を開催します。                           （９月１日） 

イ 震災対応能力の更なる向上を図るため、「防災週間」・「防災とボランティア週間」に、 

地域や関係機関と連携した泉区災害対策本部運営訓練を実施します。（９月 14 日、１月） 

ウ 大規模化、多発化する風水害に備え、土木事務所・警察・消防等と連携した風水害情報 

受伝達訓練と、区職員の風水害対策訓練を実施します。  情報伝達訓練：６月 

                           風水害対策訓練：７月 27 日 

エ 区職員を対象に区防災計画等についての研修会を実施しました。 （５月 18 日、20 日） 

オ 区本部の運営に必要な資機材を整備します。また、災害用携帯電話・衛星携帯電話等区 

本部の資機材の維持管理を行います。 

カ 風水害時に指定緊急避難場所に避難した区民が安心して待機できるよう、指定緊急避難 

場所運営資機材を整備します。 

 

 

 

 

○ 災害時下水直結式仮設トイレ整備事業【環境創造局事業】（２５，２４５） 

  災害時のトイレ機能を確保するため、地域防災拠点や応急復旧活動拠点（市区庁舎）で、

災害時下水直結式仮設トイレ（災害用ハマッコトイレ）の整備を行います。       

（整備：いずみ野小、東中田小） 

○ 災害対策備蓄事業【総務局事業】（１３５，９５０＜全市＞） 

  発災直後の市民の食料不足等に備え、市民の安全確保にかかわる食料及び水缶詰を備蓄

します。また、期限を迎える食料を確認し、更新計画に則り、更新及び効率的かつ恒久的

な備蓄サイクルを構築します。 

○ 横浜防災ライセンス事業【総務局事業】（１，３０３＜全市＞） 

地域防災拠点の資機材取扱いに関する実践的な講習を実施し、受講した資機材取扱い 

リーダーが地域防災拠点での防災活動に参画することで、地域防災力の向上を図ります。 

○ 地域防災活動奨励助成金【総務局区配】（２，６４０） 

  地域防災拠点運営委員会連絡協議会に対して、連絡協議会及び地域防災拠点運営委員会

が実施する研修・広報・訓練等の運営経費及び防災資機材の維持管理経費の一部として奨

励助成金を交付します。 

○ 消防団の充実・強化事業【消防局事業】（２，０００） 

消防団の災害対応力の向上に向け、器具置場を整備します。 

上飯田中村町内会館東側市有地（泉消防団第四分団第２班） 
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(5) 災害時医療調整・保健活動事業（３７２） 

発災時に迅速かつ的確な医療救護活動ができるよう、区内医療関係機関との情報共有・

訓練等を目的とした連絡会議の開催及び避難所の巡回診療等に必要な医療用品を備蓄します。  

ア 泉区災害医療連絡会議の開催 

イ 保健師、栄養士等による避難所巡回用の医療用品の備蓄 

ウ 食生活等改善推進員と連携した、家庭食料品の回転備蓄の啓発及び講座等の開催 

 

(6) 災害時ペット対策事業（９９） 

ア 地域防災拠点等に災害時ペット同行避難訓練をはたらきかけ、地域の理解を深めます。 

イ 地域防災拠点運営委員会に出張講座を行い、災害時のペット同行避難の具体的な運営 

 方法等の説明を行うことで円滑な拠点運営を支援します。 

ウ 地域防災拠点訓練において、災害時のペット同行避難用品や啓発パネルの展示、パン 

 フレット等を活用した説明等を行うことで、ペットの飼い主に災害時の備えについて周 

 知します。 

エ 災害時のペット対策に関する、飼い主向けのリーフレットを作成し、啓発に活用します。  

 

コラム② 地域防災の担い手支援事業～泉区で初開催！「リモート型防災アトラクション」～ 
 
新型コロナウイルス感染症の影響で地域での防災活動も中止

や縮小を余儀なくされました。 

そのような中でも、若い世代に対して、防災の啓発を行い、防

災への意識向上、地域活動への参加促進をはかるため、Zoom を

活用したオンライン型の防災啓発イベント「リモート型防災アト

ラクション」を実施しました。 
 

【開催概要】 

 テ ー マ：震災対策を学ぶ 

 開 催 日：令和４年２月 27 日（日） 

      ①10:00～11:30 ②14:00～15:30 

 対  象：泉区在住・在学の方（主として小学生及びその保護者） 

参加組数：①108 組 ②76 組 合計 184 組（推定参加人数：460 人） 
 

当日は、「参加者が自宅内の備蓄品をカメラの

前に持ち寄り、参加者同士で発表を行う」「防災ア

ンケートを実施し、回答をその場で集計すること

でリアルタイムに参加者間の防災に対する認識を

共有する」など、オンラインならではのイベントと

なりました。 

参加者からも「とても楽しく災害について学べ

ました」、「足りない備蓄品が分かったので、購入し

ようと思いました」など好評をいただいており、子

どもたちだけでなく、保護者も巻き込んだ防災啓

発を行うことができました。 

 コロナ禍にあっても多くの区民の皆様に効果的

に啓発できる当該イベントについては、令和４年

度も内容を更新し、実施します。 

  

＜備蓄品発表の様子＞ 
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２ 防犯対策推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ５，３５５千円 ５，４１４千円 

地域・団体・事業者の自主防犯活動を支援するとともに、防犯に関する啓発活動や講習会等に

より、区民の防犯意識の向上を図り、安全・安心な泉区を目指します。 

  

(1) 地域連携事業（９２５） 

ア 12 地区連合の防犯担当者、泉警察署、泉防犯協会、区役所で構成する地域防犯担当責任 

者会議を開催し、情報交換や課題解決に向けた検討等を行います。 

（年４回：５月 20 日、９月、12 月、３月） 

イ 振り込め詐欺や還付金等詐欺、その他の犯罪等の未然防止を図るため、メーリングリスト 

「いずみ安全・安心メール」の運用・配信等の広報啓発活動を行います。また、防犯活動の 

取組等を紹介するパネル展を実施します。      （メーリングリスト：週１回配信） 

ウ 犯罪被害や消費者被害を防ぐため、防犯研修会や消費者対策研修会を実施します。 

エ 警察と防犯協定を結び、迷惑電話防止機器を活用した特殊詐欺防止活動を実施します。 

  

(2) 地域防犯力支援事業（３，１０２） 

ア 12 地区連合が取り組む自主防犯活動を支援するとともに、自治会町内会に対して、のぼ 

り旗やステッカー等の防犯関連用品を提供します。 

（のぼり旗配布数（５月末現在）：15 団体 137 枚） 

イ 泉警察署との連携を強化し、地区連合や自治会町内会等を対象とした防犯講習会や合同 

防犯パトロールを実施します。 

ウ 愛犬の散歩を活用した「わんわんパトロール隊」の普及を継続し、地域による防犯活動 

をきめ細かく展開します。 

エ 新入学児童用の防犯ブザーの購入に係る費用の一部を助成するとともに、地域ぐるみで 

児童・生徒を見守る「こども１１０番の家」の設置を支援し、プレート等を配付します。 

（こども１１０番プレート配布数（５月末現在）：３団体 36 枚） 

 

 (3) 地域防犯対策巡回警備事業（１，３２８） 

青少年の健全育成及び犯罪抑止に向け、日中の時間帯に青色回転灯装着車による巡回パト

ロールを実施します。                    （５月～３月：52 日間） 

 

 

○ 落書き防止事業【市民局区配】（４２） 

落書き行為の防止に関する理解と関心を深めるため、広報啓発活動等を行います。また、

落書き消去に必要な物品を提供する等、自治会町内会や団体等が行う活動を支援します。 

○ ＬＥＤ防犯灯設置事業【市民局事業】（６１１，７９３＜全市＞） 

地域の防犯環境の向上と温暖化対策等を促進するため、ＬＥＤ防犯灯の整備を行います。

○ 地域防犯カメラ設置補助事業【市民局事業】（１６，０００＜全市＞） 

犯罪のない安全なまちづくりに向けて、地域の自主的な取組を支援するため、自治会町

内会等に対し、防犯カメラの設置費用の一部を補助します。 



21 

 

３ 交通安全対策推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ４，４３４千円 ４，６１３千円 

交通事故のない安全な泉区を目指して、地域、関係機関・団体などと連携を強化し、交通安全

キャンペーン活動や子ども・高齢者の事故防止を重点とする交通安全啓発活動を実施します。 

 

(1) 泉区交通安全対策協議会運営事業（３８１） 

ア 各季の交通安全運動において、区内の交通事故の発生状況を考慮した交通安全啓発活動

を行います。また、泉区交通安全対策協議会だよりを発行し、活動の取組を紹介します。 

イ 交通安全協会などの団体が実施する交通安全教室や自転車の乗り方教室、啓発活動と連

携し、総合的な交通安全対策を展開します。 

 

(2) 交通安全マナーアップ推進事業（７９６） 

ア 小学生を対象とするスローガンコンクールを実施し、児童が交通安全について考える機

会を提供するとともに、最優秀作品を交通安全啓発活動に活用します。 

イ 交通安全と交通事故防止に功労のあった個人・団体、年間交通事故ゼロを達成したスク

ールゾーン対策協議会に表彰を行います。                 （３月） 

 

(3)  子ども交通安全対策事業（３，２５７） 

ア 各学校の交通安全対策の取組に関する情報交換、意見交換等を行う通学路安全対策連絡

会を開催し、様々な活動の取組を支援します。 

イ スクールゾーン対策協議会や自治会・町内会、関係機関と連携し、児童などの見守り活

動等を支援するとともに、まちの景観保全等に配慮した小型公共表示（電柱巻）を設置す

るなど、通学路の安全対策を図ります。 

 

４ 自転車等放置防止事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

地域振興課 ４４０千円 ４４０千円 

駅周辺の放置自転車等の抑制や、自転車利用者のマナーアップを図ります。 

 

(1) 自転車等放置防止事業（４４０） 

自転車等放置防止推進協議会が行う自転車走行のマナーの向上や自転車等駐車場利用の促

進等の啓発活動を支援します。 

また、各協議会の情報共有等を図るため、自転車等放置防止推進協議会連絡会を開催します。

○ 自転車マナーアップ事業【道路局区配】（１，５５５） 

自転車等放置禁止区域内にマナーアップ監視員を配置し、自転車等駐車場の適正利用の

指導啓発、放置自転車等へ啓発札の貼付を行います。また、自転車と歩行者の錯綜が多い

駅では、押し歩きへの協力やながらスマホ、ヘッドホン着用運転の自粛等を含めた自転車

利用者のマナーアップ啓発に取り組みます。 
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５ 「食とくらし」の安全・動物愛護推進事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

生活衛生課 ５０１千円 ６８６千円 

食中毒予防など「食の安全・安心」やハチの駆除、動物との共生など「くらしの安全」に対

する高い関心に応えるため、関係団体と協働して普及啓発や支援を行います。さらに、食品取

扱施設、社会福祉施設等の衛生管理向上のために「食とくらし」の安全を支援します。 

 

(1) 食とくらしの安全・安心サポート事業（２２０） 

ア 泉区食品衛生協会と協力し「食中毒予防キャンペーン」を開催します。 

  イ 食中毒予防を中心に保育園・高齢者福祉施設への立入調査を実施し、衛生的な管理運営 

の支援を行います。 

  ウ 地域や団体の要望に基づく食品衛生出前講習会を開催し、衛生意識の向上を図ります。 

  エ 地域のお祭りなどのイベントにおける食中毒を予防するため、模擬店等食品提供者を対

象に衛生講習会を開催します。 

  オ 食中毒の発生しやすい時期やノロウイルス食中毒警戒情報の発令時にホームページ等を

活用した注意喚起を実施します。 

  カ 区内飲食店等からの食中毒発生を予防するため、講習会実施などにより HACCP の取組を

推し進めていきます。 

 

(2) ハチ等の駆除支援事業（５０） 

ア 広報への掲載や区役所窓口及び関係団体等での啓発リーフレット配布により、安全で 

適切な駆除法について、より広く区民へ啓発します。 

イ 区民からの駆除相談に対し、電話による相談対応や現地での助言を行います。また、駆

除機材や蜂防護服等の貸出を行います。 

 

(3) 犬や猫の適正飼育普及啓発事業（２３１） 

ア 散歩での糞尿被害や鳴き声など、犬に関する苦情を軽減するため、窓口に事務手続きに 

来た飼い主に対し、犬の適正飼育等のチラシを配布し、普及啓発を行います。 

  イ 飼い主のマナー向上のため｢犬の飼い方教室｣を開催し、適正飼育及び災害時の備えにつ

いて普及啓発を行います。                         （犬の飼い方教室：10 月、12 月） 

  ウ 飼い主のいない猫の問題に対して、啓発パンフレットの活用や地域での説明会等の実施

により、地域猫活動を推進します。 

  エ 動物愛護週間（９月 20 日～26 日）に合わせて、保育園児が描く｢どうぶつ絵画展｣を開催

し、動物愛護に関する啓発を図ります。                    （どうぶつ絵画展：９月） 
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６ 区役所環境向上事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

総務課、税務課 １５，０８２千円 １２，２０４千円 

区庁舎の環境整備・窓口サービス向上を通じ、区民が快適で利用しやすい区役所の実現に取

り組みます。 

 

(1) 区庁舎等の環境整備（９，４７８）拡充 

区庁舎及び区民が利用する施設等において安全性、利便性、快適性を確保するため、設備

改修等の環境整備を行います。また、４階執務室化工事にあわせて、区役所窓口の再編成を

行います。 

 

 

 

 

(2) 人権啓発講演会・窓口応対職員研修（８４０） 

区民を対象とした人権啓発講演会を実施します。 

また、区民サービス向上を目的とする、職員を対象とした研修を実施します。 

 

(3) 税務申告窓口サービス向上（７０６） 

確定申告時に税理士等による医療費控除の申告相談を実施するとともに、来庁者の円滑な

誘導のため窓口案内を行います。       （開催：令和５年２月 16 日～３月 15 日） 

 

(4) 区役所利用者一時託児（４，０５８） 

乳幼児を連れた区役所利用者へのサポートとして、区役所１階で一時託児を実施します。  

（開設：週４日、９～16 時） 

 

○ 区庁舎等の環境改善事業【市民局区配】（１０１，４３９） 

区役所４階の未利用スペースを執務室とするための工事を行います。 

（工事期間：６～10 月） 
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リニューアルした授乳室 

（１階区民活動支援センター横） 

コラム③ 区庁舎等の環境整備  

～利用しやすい区役所に向けて～ 

  

 区役所を利用する方々が安心してご利用・お手続きいただくため環境改善を行っています。 
 

 【感染症対策のための消毒作業】 

  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和

２年 10 月から区役所及び土木事務所内の消毒作業

を実施しています。来庁者の皆様に安心してお手続

きいただけるよう、窓口カウンターやソファー、手

すり、エレベーター内など、不特定多数の方が触れ

る場所の消毒を実施しています。 

  

 

 

【授乳室のリニューアル】 

  これまで授乳室はパーティションとカーテンを

利用した簡易的なものを健診室内に設置していま

した。乳幼児健診だけでなく、その他のお手続き

に来た方々のニーズもあり、開庁日に誰でも使え

るようリニューアルを行いました。完全個室でセ

キュリティーやプライバシーに配慮した授乳室

は、より多くの方に利用していただいています。 

 

 

 【外部会議用 Wi-Fi の整備】 

  来庁者への窓口サービスの向上やウェブ会議システムを活用した効果的な業務遂行のた

め、Wi-Fi の整備を行いました。Wi-Fi の整備により、オンラインによる地域や事業者と

の繋がりが広がっています。 
 

  引き続き、利用者の視点に立った区役所づくりを進めてまいります。 

 

 

 

  

消毒作業の様子 
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７ 区民相談事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

区政推進課 １，２４２千円 １，２９０千円 

泉区内に居住する日本語による意思疎通が困難な外国籍等区民の生活を支援するため、生活

相談や翻訳を実施します。 

 

(1) 泉区外国籍等区民相談事業（１，２４２） 

ア 中国語相談                              （週１回） 

イ ベトナム語等相談                          （週１回） 

 

 

 

  

○ 市民相談事業【統合事業費】（１，８３２） 

区民が抱える問題の解決を支援するため、特別相談（法律・公証・交通事故・行政・行政

書士）を実施します。 

○ 道路整備事業【道路局区配・局事業】 

・都市計画道路中田さちが丘線の周辺道路の再整備工事及び権太坂和泉線（名瀬・岡津地 

区）の用地取得を進める予定です。 

・宮沢 306 号線等、区内６箇所の道路整備事業について、用地取得及び道路整備工事等に 

向けた準備を進める予定です。 

○ 河川改修事業【道路局区配・局事業】 

・和泉川においては、昨年に引き続き管理用通路の舗装や河川管理用施設の整備などの安全 

対策を行うとともに、新幹線横過部において警報装置などを整備します。 

・阿久和川では、橋際橋上流の護岸工事に着手します。 

・令和３年度に引き続き、和泉川、阿久和川、宇田川、相沢川において河道内の樹木の伐 

採や河床の浚渫工事を行います。 

○ 下水道整備事業【環境創造局事業】 

令和３年度に引き続き和泉が丘地区、上飯田地区の浸水対策を実施するとともに、中和田雨

水幹線工事(和泉町第二公園（５月 23 日より公園閉鎖中）)）に着手します。 

○ 公園整備事業【環境創造局区配】（１０３，５００） 

新橋天神の森公園など区内の９公園で施設改良工事を実施します。 
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施策４ ささえあおう！健やかなまち（８事業） 

１３，６１５千円（Ｒ３年度１５，０５６千円） 

１ 泉わくわくプラン推進事業 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課 １，５８６千円 ２，９５１千円 

地域の課題を地域で解決し、地域の支え合いによって誰もが安心して暮らせるまちを目指す

「泉わくわくプラン（第４期泉区地域福祉保健計画）」について、区社会福祉協議会、地区社会

福祉協議会、地域ケアプラザ、関係機関等と協働して、具体的な取組を進めます。 

 

(1) 計画の推進（５７６） 

地域共生社会の実現のため、泉区の福祉・保健・医療・地域・行政等の連携強化等を目的

とした地域福祉保健推進協議会を開催します。また、分科会として地域福祉保健計画策定・

推進検討会を開催し、策定した計画の推進・振り返りを行います。 

 

(2) 計画の周知・啓発（１，０１０） 

泉わくわくプランについて、より多くの区民に知ってもらい、地域の様々な取組に参画し

てもらうため、イベントの開催等を通じて区民に対する周知・啓発を進めます。なお、毎年

２月を推進月間と位置づけ、重点的に取り組みます。 
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２ 泉区地域包括ケア推進事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

高齢・障害支援課 ２，０７６千円 １，５３５千円 

急激な人口構造の変化に対応するため、2025 年に向けて医療・介護、介護予防・生活支援等を

一体的に提供できるよう横浜型地域包括ケアシステムの構築に向けた「泉区アクションプラン」

に基づき関係機関と連携しながら各事業を推進します。 

 

(1) 地域包括ケア普及啓発事業（１，３０６）拡充 

泉区アクションプランの推進のため、普及啓発にかかる啓発物品の作成や人材育成に向け

た研修等を実施します。また、泉サポートプロジェクトと連携し、多様な主体による生活支

援に関わるサービスの創出につなげます。 

（地域包括ケアシステム構築のための人材育成研修：８月） 

 

 

 

(2) 認知症等地域支援事業（５５０） 

地域全体に認知症への理解を広げるため、支援者向けにＶＲ機器を用いた研修を実施し、

認知症当事者の視点の理解・主体的な意識醸成に繋げます。また、地域ケアプラザ等の地域

単位での研修実施により、より身近な支援者との継続的な関係構築を支援します。 

（支援者向け認知症ＶＲ研修：８月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 多職種のための情報連携支援事業（８０） 

高齢者が安心して在宅療養ができるよう、医療・介護関係者に必要な情報をお薬手帳と一

緒に持ち歩ける情報共有ツール「私のおぼえがき」について普及啓発を進めます。 

 

(4) 緊急時の支援（９０） 

親族からの支援が望めない高齢者等の緊急入院・入所の際の移送費や日用品の確保、支給

を行います。 

 

(5) 高齢者社会参加支援（５０） 

老人クラブ活動の活性化や交流を促進するため、功労者表彰等を支援します。 （６月） 

 

 

 

 

○ 地域包括ケア推進事業【健康福祉局区配】（４００） 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、泉区アクションプランの推進に向けた取組を行います。  

○ 認知症支援事業等【健康福祉局区配】（４００） 

認知症になっても、周囲の理解や見守り、家族を支えることにより、住み慣れた地域で 

暮らし続けることができるよう、認知症に関する普及啓発、相談、緊急対応事業を行います。 

○ 地域づくり型介護予防事業【健康福祉局区配】（１,２１０） 

元気なうちから介護予防に取り組む地域づくりを目指し、講演会や広報等による啓発 

活動を実施します。また、地域で高齢者の自主的な介護予防活動が継続的に行われるよう、 

地域の人材育成や関係機関との連携を図り活動を支援します。 

○ 在宅医療連携拠点事業【医療局事業】（３５７，７００<全市>） 

市民が安心して在宅医療・介護を受けられるよう、区医師会と協力して在宅医療連携拠

点を運営します。患者家族や病院からの相談業務のほか、在宅医療に関する市民向け講演

会、医師向け研修を行います。 
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３ 健康づくり活動支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課 ２，４５８千円 ２，６１０千円 

運動習慣の定着、食習慣の改善を目的に、保健活動推進員や食生活等改善推進員、関係機関

と連携して健康づくりの活動を支援するとともに、活動を通じて、健康に対する意識向上や地

域での仲間づくりなどを進めます。また、がんの予防及び検診の啓発に取り組みます。 

 

(1) 健康づくり推進事業（６３） 

働き・子育て世代などを対象に、生活習慣病予防のための運動、食事における栄養、歯科

予防、健康チェック等を取り入れた健康づくり講座を参加しやすい日時で実施します。 

 

(2) 食習慣の改善事業（５５４） 

ア 生活習慣病の予防のための食事相談を行います。 

イ 食生活等改善推進員会の協力を得ながら、食生活改善講習会等を開催します。 

 

(3) がん検診啓発事業（４０） 

働き・子育て世代から高齢者を対象に、健康づくりイベントや地域のイベント等において、

様々ながんの予防及び検診の啓発を実施します。 

 

(4) 乳幼児健診時の保護者への健康づくり事業（１，３８１） 

ア ４か月健診の保護者等を対象に、自身の口腔ケアとむし歯菌の母子感染予防を目的に、

個別相談・指導を実施します。                    （月２回） 

イ ３歳児健診の保護者等を対象に、自身の食生活改善相談や骨密度測定を実施します。 

（月２回） 

ウ ３歳児健診の母子等を対象に、乳がんの自己触診方法の体験や乳がん、子宮がん等の予

防及び検診の啓発を行います。                                        （月２回） 

 

(5) 生活習慣改善啓発事業（４２０） 

ア 生活習慣病予防をテーマに保健活動推進員会、食生活等改善推進員会等と連携し、相

談・健康測定・パネル展示等によるイベントを実施します。また、動画やウェブ配信等を

活用した啓発を行います。     （みんなの健康アップフェスティバル：６月２日） 

イ 区庁舎１階に常設している健康づくり情報コーナー「チョコット立ち寄り健康チェッ

ク」で時季やトピックスにあわせた健康づくり情報の展示と啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 健康横浜 21 推進事業【健康福祉局区配】（９８８） 

健康増進計画である健康横浜 21 に基づき、受動喫煙防止の啓発強化、糖尿病の重症化予

防及び生活習慣の改善の取組、歯科口腔保健関係事業を行うとともに、がん検診・特定健

診の普及を進めます。 
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４ 障害児・者社会参加促進支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

高齢・障害支援課 １，１５４千円 １，３８１千円 

障害の有無にかかわらず、障害児・者が地域で安心して生活できる地域社会の構築に向けて、 

当事者・地域・自立支援協議会と行政が協働して取り組み、障害児・者や難病患者への理解を 

深め、社会参加促進を支援します。 

 

(1) 泉ふれあいシールラリー（９４４） 

区民の障害理解の推進を目的に、区内の障害福祉事業所を巡るシールラリーを開催します。

障害のある方が日頃活動している区内の事業所に実際に足を運んでいただくことで、障害当 

事者と地域の方との交流の機会とし、障害への理解を深めます。         

 

(2) 自主製品等販売活動支援事業（１７０） 

ア 区総合庁舎区民ホールにおける区内障害者福祉事業所の自主製品販売活動を支援します。 

（12 団体、週５日） 

イ 横浜市営地下鉄戸塚駅構内における区内障害福祉事業所による泉区産農作物等の販売 

活動を支援します。                    （週２回、再開時期未定） 

ウ 横浜市営地下鉄立場駅構内における区内障害福祉事業所による自主製品等の販売活動を支 

援します。                          （週２回、６月再開予定） 

  

(3) 難病支援（４０） 

難病患者とその家族を対象とする交流会の開催を支援します。        （８回） 

○ 地域で活動する健康づくり団体への支援【健康福祉局区配】（２１２） 

・保健活動推進員や食生活等改善推進員（ヘルスメイト）に対して、活動をサポートしなが

ら共同して区の健康づくり事業や地域イベントでの健康啓発を実施します。 

・食生活等改善推進員養成講座において、地域活動に向けたリーダー育成を実施します。 

○ 感染症対策事業【健康福祉局区配】（１０，７２８） 

・区内の感染症患者及び家族に対する支援及び接触者健診の実施や、区内の学校・施設等で

感染性胃腸炎などが発生した際に感染拡大防止のための保健指導等を行います。 

・高齢・障害施設や保育所等の福祉施設で感染が発生した際に適切な対応ができるよう、施

設向け研修会を開催します 

○ 松風学園再整備事業【健康福祉局事業】（１，０１５，０９０<全市>） 

入居者の居住環境改善のため、新居住棟の建設工事を進めています。また、同園敷地に整

備された民設新入所施設「泉の郷まつかぜ」が４月１日に開所しました。 
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５ いずみっこ子育て支援事業  Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

こども家庭支援課 １，８５９千円 １，９７９千円 

子育てに必要な知識や情報が的確に届くことで、養育者が必要なサービスを活用しながら安

心して育児が行えるよう支援します。 

 

(1) 乳幼児健診等保育サポート事業（１５４） 

乳幼児健診等の会場に保育ボランティアを配置し、複数の子どもを連れた養育者に対して、

安心して健診を受けていただけるよう子どもの見守りを行います。     （年 68 回） 

 

(2) パパ・ママ子育て支援事業（１，１３７）拡充 

ア  いいＫＡＧＥＮ
か げ ん

な子育てプレクラス 

初めての出産・育児を控えた参加者が、安心して出産・子育てを行うために必要な知識

や沐浴などを学べるよう、実践を交えた教室を開催します。 

また、定員超過や新型コロナウイルス感染症の影響により会場で受講できない方への対

応として、オンライン指導を実施します。 

妊婦編：妊婦の健康づくりと出産に向けた呼吸法、妊婦疑似体験、「親になる心構えに 

ついてのワークプログラム」講義を実施します。（１コース３回：年 12 コース） 

産後編：妊娠期からの切れ目のない支援として、育児不安等への相談や参加者同士が育児

状況の共有を行います。また、妊婦編参加者とのふれあいの時間を設け育児の 

イメージ化を図ります。                     （月１回） 

本教室で活用するワークプログラムの効果を判定するため、事業アドバイザーを依頼  

します。 

イ 赤ちゃん教室 

 初めての育児を行う養育者を対象に、育児相談や健康教育（離乳食・虫歯予防、事故予 

防等）、仲間づくりをすすめ、地域の子育て支援につなげます。地域住民が運営協力者とし

て従事し、地域の見守り活動の充実を図ります。         （10 会場 各 10 回） 

 

(3) 子育て支援情報提供事業（５６８） 

ア ウェブサイトでの子育て情報の発信 

「いずみくらし」及び泉区役所のホームページ内の子育て支援情報を充実させ、行政サ

ービスや地域の子育ての最新情報をリアルタイムで発信します。また、母子手帳交付時に

上記サイトの案内チラシを作成し配布します。 

イ 子育てガイドブックの印刷 

 地域子育て支援拠点との協働で作成する子育てに関するガイドブックを「こんにちは赤

ちゃん訪問事業」の対象者分を印刷し配布します。 

ウ こども家庭総合支援拠点開設に伴う情報提供・発信の強化 

 こども家庭支援課の窓口業務及び専門職の家庭訪問等でタブレット端末を活用した情報

提供・発信を行います。 
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コラム④ 子育て支援情報提供事業  

       ～窓口でのタブレット端末活用による効果的な情報提供と面接相談の取組～ 

  

母子健康手帳の交付時に日本語でのコミュニケーションが不得手な外国人妊婦に対し、タブレ

ット端末を活用して情報提供や面接相談を実施しています。 

 

【背景】 

母子健康手帳の交付時面接は、妊娠・出産・子育てに必要な情報を提供し、妊婦及びその家族

の困りごとや不安を傾聴した上で、必要な支援に繋げる貴重な機会となっています。 

これまで、日本語が不得手な外国人妊婦とは、簡易的な翻訳機等を使い面接を行ってきました

が、十分な情報提供や面接相談が実施しきれていないという課題がありました。 

 

【取組内容】 

母子健康手帳交付時面接の一連の流れについて、タブレット端末で視覚的に説明できるよう、

やさしい日本語と英語・ベトナム語・ポルトガル語を併記した資料を作成（※）し、活用を始め

ています。これにより、これまで以上に寄り添った面接が行えるようになりました。本市初の取

組であり、全市的な取組となるよう他区へ共有しました。 

さらに、タブレット端末のウェブ閲覧機能を利用して、面接の中で話題になった支援機関等の 

ホームページをその場で見ていただくなど、効果的な情報提供も行っています。 

※資料作成は、外国人住民を支援している「かながわ国際交流財団」のモデル事業です。 

 

 

【今後の取組予定】 

今後は、母子健康手帳の交付時面接だけでなく、様々な事業でタブレット端末を活用して子育

て支援情報を提供するなど、業務におけるデジタル機器の活用を推進します。 

 

 

 

母子手帳交付時の様子 タブレット端末による説明資料 
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６ 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援充実事業 重点 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

こども家庭支援課 １，８４６千円 ２，２６６千円 

子どもと養育者が安心して生活するため、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を充実

し、児童虐待の予防から発生時の迅速な対応と、DV 相談等への的確な支援ができる仕組みを構

築します。 

 

(1) 子ども虐待予防事業（１，１９８） 

ア 社会福祉職による専門相談 

児童虐待の予防的な介入を目的に、養育者に対し子どもの特性に応じた相談体制を構築

し、適切な社会資源を利用に導くため、社会福祉職による専門相談を実施します。ひとり

親の相談も増加傾向にあるため、合わせて相談に応じます。 

 

イ エリア別要保護児童対策地域協議会 

児童虐待の早期発見、迅速かつ的確な対応のため、保育所や小・中学校、民生委員・児

童委員等を対象に、地域ケアプラザエリア単位での連携した見守り強化を目指し、要保護

児童対策地域協議会を開催します。                    (５地区) 

 

(2) 地域の子育て支援力向上事業（６４８）拡充 

ア 子育て応援マークの配布・ＰＲ動画作成 

 子育て世代が地域に見守られ、孤立せずに子育てができる地域づくりを目指し、子育て

応援マーク及び啓発チラシを配布し、子育て支援に参画する区民を増やします。また子育

て応援サポーターの活動紹介や子育て応援マークの啓発を目的にＰＲ動画を作成します。 

（子育て応援マークの配布開始：５月） 

イ 子育て支援活動ヒント集作成 

子育て支援の活動を充実させるため、子育て支援活動ヒント集を作成し、地域の活動団 

体やボランティア等へ配布します。 

ウ 活動者向け研修 

子育て応援サポーターの研修会を地域子育て支援拠点と協働で開催し、サポーターの活

動を拡充します。 

 

 

  
○ こども家庭総合支援拠点の整備【こども青少年局区配】（１２，８７５） 

  こども家庭支援課に、児童福祉法に基づくこども家庭総合支援拠点機能を整備し、要保護

児童等の支援が必要な子ども・家庭への支援を強化します。          （10 月） 

また、拠点設置に伴いこれまでの「子ども・家庭支援相談」を発展的に見直し、子ども及び

妊産婦の福祉・保健に関する様々な相談に対し全件を複数の専門職がカンファレンスで方針

決定を行う「こども家庭相談」を開始します。                （４月） 
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７ 保育施設・幼稚園等との協働による子育て支援推進事業 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

こども家庭支援課 １，３６９千円 １，２６９千円 

保育施設・幼稚園等と協働して情報発信を行うとともに、地域子育て支援を進めます。 

また、保育ニーズへの丁寧な対応や関係者の協力により事業を進めることで待機児童ゼロの継

続につなげていきます。 

 

(1) 保育施設・幼稚園協働による保育施設ＰＲ事業（３５５） 

保育施設・幼稚園・地域子育て支援拠点と協働し、区内育児支援情報の提供と、保育施

設・幼稚園の紹介、保育・教育コンシェルジュによる保育相談等を行うイベント「いずみっ

こひろば」を開催します。                                    （９月） 

 

(2) 保育園地域支援事業（２５８） 

ア 市立和泉保育園において子育て世帯を対象に親子の居場所を提供し、その中で参加者向

けに育児講座を行います。 

イ 保育園が地域に開かれ、地域の中高齢者と園児や地域の親子が遊びを通して交流しま

す。中高生等と園児が触れ合い、将来の虐待防止や保育士の仕事にも興味を持つようつな

げます。 

 

(3) 職場復帰講座（９６） 

育児休業等から職場復帰を希望する子育て家庭向けに、復帰する際に直面する課題や解決

方法等について講座を開催します。                                          （２月） 

 

(4) 保育サービス等の情報発信事業（６６０） 

保育施設・幼稚園紹介のウェブサイトや冊子で様々な情報を発信するとともに、保育・教

育コンシェルジュによる出張相談等を行い、多様な保育ニーズに対応します。 

 

８ 民生委員・児童委員活動支援事業 新規 Ｒ４予算額 Ｒ３予算額 

福祉保健課 １，２６７千円 ０千円 

地域住民の身近な相談役、見守り役を果たす民生委員・児童委員の活動を支援するとともに、

民生委員・児童委員、主任児童委員の担い手の確保に取り組みます。 

 

(1) 退任式典等開催事業（３６７） 

民生委員・児童委員及び主任児童委員の一斉改選により任期を終えた委員の退任式等を開

催します。                             （12 月 20 日） 

 

(2) 担当区域地図更新事業（６００） 

民生委員・児童委員が見守り活動などで地域住民宅を訪問する際に使用する担当エリア地

図を更新します。 

 

(3) 民生委員ホームページ維持管理事業（３００） 

民生委員・児童委員活動の事例紹介や情報共有などを目的に活用している外部サイトのホ

ームページの維持・管理委託を行います。 
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○ 生活保護事業【健康福祉局区配・局事業】（２，７９６，６６４） 

生活保護法に基づいた、被保護者に対する生活保護費の支給を行います。 

○ 生活困窮者自立支援事業【健康福祉局区配・局事業】（４４，８６１） 

生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護に至る前の段階から自立に向けた包括的な相談支援

を実施します。 

○ 寄り添い型生活・学習支援事業【こども青少年局・健康福祉局区配】（２７，８１９） 

生活保護世帯及び経済的困窮状態にある世帯の小中学生に対する生活・学習支援を実施し

ます。また、高校に行っていない子どもを含めた高校生世代に対し、将来の選択肢の幅を広

げるための情報提供等の支援を実施します。 

 

・生活支援事業：小中学生を対象に、区内１か所で実施（利用者１人あたり週２回） 

・学習支援事業：高校進学を希望する中学生及び高校生世代を対象に、区内２か所で実施 

（利用者１人あたり週２回） 

○ 就労困難な若者の社会参加促進事業【健康福祉局区配】（８０７） 

不登校やひきこもり等の経験をもつ就労困難な生活保護受給中の若者及び生活困窮の若者

を対象に、個別相談及び地域の社会資源を活用した社会参加促進プログラム事業を実施  

します。 



泉区に係る予算のすがた（令和４年度一般会計予算）

　一般会計は、福祉、保健、道路・公園の維持管理など基礎的な行政サービスを行う会計で、主に市税
（市民税及び固定資産税など）が使われています。横浜市の一般会計の規模は１兆9,749億円ですが、こ
のうち区が執行している予算の規模（区の人件費を除く）は1,325億円です。この区が執行している予算に
焦点をあてて、各区が主に税金を用いて、どれだけの事務事業を行っているかを示します。

　令和４年度一般会計予算の中で、泉区の人件費を含む区が執行している予算の規模は、約58億円と
なっており、18区全体の予算のおよそ４.４％を占めています。そのうち、区が自律編成を行う「個性ある区
づくり推進費」は約７億５千６万９千円となっており、泉区に係る予算の約１２．９％となっております。「個性
ある区づくり推進費」の中でも「区庁舎・区民利用施設管理費」の割合が高くなっています。
　また、区に係る予算の中でも大部分を占めているのは、局から予算配付を受け区が執行している「区配
付予算」で、泉区全体の約８７．１％に及びます。
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費

10.6%
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生活保護関係
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その他福祉・保健
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18区全体の



主　な　事　業　内　容
（単位：百万円）

予算

750

96

39

616

5,063

219

43

10

0

165

873 （土木事務所が執行する予算です。）　　*下水道事業を含む 937 百万円

620

85

(64)

168

782

1

78

472

232

2,854

2,797

58

334

106

25

203

5,813 （※） 下　水　道　事　業　を　含　む 5,877 百万円

分類 説明

個性ある区づくり推進費 区の裁量や創意工夫に基づき自律編成する予算

身近なまちづくり

局からの予算配付を受け、区が執行している予算

自主企画事業費 地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細かく対応するための事業費です。

統合事務事業費
広報よこはま各区版の発行や各区市民相談、青少年指導員等の活動、生活保護及び戸
籍・住民登録等に係る経費です。

区庁舎・区民利用施設管理費 区庁舎や地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る経費です。

区配付予算

地域活動推進費等 戸籍住民登録の事務費、各種選挙の実施、自治会・町内会組織助成などを行います。

区役所総務費

統計調査費 各種統計調査を行うための経費です。

（総務部が執行する予算です。）

賦課徴収費
市税の課税・納税に関わる償還金や還付加算金、納税通知書の作成や発送するための
経費などです。

広報費 「広報よこはま」や「県のたより」の配布謝金など、広報・広聴に係る経費です。

道路修繕費等 道路の修繕や交通安全施設の整備・補修などを行います。

河川維持管理費等 準用河川の維持管理や親水水路の維持管理などを行います。

既設管の修繕や共同排水設備の受託施工などを行います。下水道事業（※参考）

公園管理費等 身近な公園の維持管理や老朽化した公園施設の改良などを行います。

（福祉保健センター等が執行する予算です。）

民間保育所運営 一時保育や休日保育などを実施する民間保育所の運営費

子育て支援

市立保育所運営 保育が必要な乳児、幼児を保育する保育所の運営費

放課後キッズクラブ運営委員会への補助金等

地域子育て支援拠点等 地域子育て支援拠点、小児医療費助成等

放課後児童健全育成

（福祉保健センターが執行する予算です。）

生活困窮者に対して、国の定める基準により、その困窮の程度に応じて扶助費を支給す
るための経費などです。

生活困窮者自立支援
生活保護に至る前段階の生活困窮者に対して、国の定める基準に基づき、自立に向けた
包括的な相談支援を実施するための経費などです。

生活保護等

生 活 保 護

※各項目で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

（福祉保健センターが執行する予算です。）

障害者福祉
身体障害児・者の身体機能を補う用具、日常生活を円滑にするための各種用具の給付・
貸与を行うほか、障害状況等に合わせた住宅改造や自立支援機器の購入・取付に関わ
る経費の助成などを行います。

福祉・保健

高齢者福祉
老人クラブへの助成や寝たきり高齢者等への日常生活用具の給付・貸与に関わる経費。
介護予防型のデイサービス事業（介護保険対象外事業）などを行います。

地域ケアプラザの管理運営等 地域ケアプラザの管理運営経費や民生委員・児童委員の活動費の支給などを行います。

合　　計
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